
お子様のマスク着用について 

 日頃から、学校における感染対策にご理解・ご協力いただきありがとうござい 

ます。 

このたび、文部科学省から、学校生活における児童生徒等のマスクの着用につ 

いて事務連絡がありました。学校における感染対策として、引き続き適切なマス

クの着用を推奨しながら、マスクを着用する必要がない場面が明確に示されて

います。右のリーフレットをお読みいただけたらと思います。 

このことを踏まえ、本校では改めて、マスクの着用については次の通りとしま

すので、引き続きご理解とご協力をお願いします。 

１ 距離が確保できない場合（２ｍ程度） 

 ・会話を行う活動は、マスクを着用するよう指導します 

 ・会話をほとんど行わない場合は、屋外では着用の指導はしません 

２ 距離が確保できる場合 

 ・会話を行う活動は、屋外では着用の指導はしません 

 ・会話をほとんど行わない場合は、屋内屋外を問わず着用の指導はしません 

 →教室で「マスクが息苦しい」「外していいか」と子どもが要望した場合、教

室の中で、他者と離れてマスクを外して無言で深呼吸させ、マスクをして元

に戻すように対応します 

３ 体育の授業について 

 ・マスクを外すよう指導します。「はずしたくない」子どももいるため、熱中 

症リスクへの対応を優先するためであることを伝え、外すよう働きかけます。 

 ・密集して集めて指示をする場合については引き続き着用の指導をします。 

４ その他 

 ・登下校時は２ｍ程度離れるか、会話をしないことでマスクをしなくても大丈

夫です。 

 ・大休憩などの外遊びも同様とします。 

 ・部活動については引き続き各競技団体のガイドラインに従い指導します。 

 

 これらの対応に従い、教職員もマスクを着用しない場面がありますので、予め 

ご了承ください。また、病気や体調不良によりマスクを着用できない方がおられ 

ますが、一般的な感染対策にご協力いただいておりますので、ご理解とご配慮を 

お願い致します。 



 


